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災
害
援
助
や
難
民
救
済
、
生
ぶ
。
九
五
年
に
は
国
運
Ｎ
Ｇ
Ｏ
い
で
し
ょ
う
」
と
胸
を
張
る
。

活
環
境
向
上
な
ど
に
世
界
中
を
　
（
非
政
府
組
織
）
に
認
定
さ
れ
　
昨
年
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地

駆
け
巡
る
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
た
。

ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
。
一
九
八
四
年
　
日
本
の
一
地
方
都
市
か
ら
世

の
設
立
か
ら
十
七
年
が
た
つ
。
界
平
和
へ
の
挑
戦
。
「
岡
山
は

受
賞
は
「
岡
山
の
発
展
と
国
際
宗
教
、
医
療
、
教
育
を
大
切
に

貢
献
に
今
後
も
尽
く
し
な
さ
し
、
弱
者
に
共
鳴
す
る
気
持
ち

い
、
と
い
う
何
よ
り
・
の
励
ま
し
が
強
い
」
と
み
る
。

と
受
け
止
め
た
い
」
。

域
の
大
戦
犠
牲
者
の
慰
霊
と
簡

易
診
療
所
の
設
置
を
合
わ
せ
て

行
う
「
魂
と
医
療
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
開
始
。
海
外
協
力
活
動

の
人
材
養
成
の
「
国
際
貢
献
大

学
校
」
（
岡
山
県
哲
多
町
）
も

九
丑
年
の
阪
神
大
震
災
で
今
月
八
日
に
開
校
式
を
迎
え

　
Ｊ
一
　
ｒ
　
　
　
―

　
岡
山
犬
医
学
部
在
学
中
か
ら
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
関
係
だ
け
で
延
る
。
新
規
事
業
も
着
々
と
展

ア
ジ
ア
諸
国
を
歴
訪
し
、
戦
争
べ
約
三
千
人
、
加
え
て
多
く
の
開
し
情
熱
は
衰
え
を
知
ら
な

の
つ
め
跡
や
貧
し
い
医
療
環
境
県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
被
災
者
い
。

に
底
面
。
現
地
の
医
学
生
ら
と
に
手
を
差
し
延
べ
た
。
今
年
一
　
　
「
今
後
も
岡
山
か
ら
平
和
と

交
流
を
重
ね
た
の
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
月
の
イ
ン
ド
西
部
地
震
の
際
に
相
互
扶
助
の
メ
ッ
セ
犬
ソ
を
発

設
立
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
　
は
、
款
後
継
を
飛
ば
す
わ
ず
か
但
し
続
け
、
人
道
援
助
の
世
界

　
現
在
言
下
カ
国
・
地
域
に
一
一
日
の
間
に
五
十
ク
も
の
物
資
都
市
に
発
展
さ
せ
た
い
。
涌

支
部
や
事
務
所
を
持
ち
、
国
内
が
県
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。

外
に
杓
子
五
百
人
の
会
員
を
抱
　
「
こ
う
し
た
精
神
風
土
に
Ａ

え
る
。
海
外
で
の
活
動
実
績
は
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
育
て
ら
れ
た
。
日
本

ア
ジ
ア
を
は
じ
め
ア
フ
リ
カ
、
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
ご
っ
ち
ほ
ど
地

中
南
米
な
ど
約
五
十
力
国
に
及
域
に
根
付
い
て
い
る
団
体
は
な

の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
・
東
の
岡
山
こ

が
目
標
で
す
」
。
夢
は
ま
す
ま

す
膨
ら
む
。

人
道
援
助
に
世
界
奔
走

「
岡
山
か
ら
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
儒
し
続
け
た
い
」
と
話
す
菅
波
氏

恥


	page1

